
バーク堆肥有効利用の基本（ 一）

第１ 章 バーク堆肥の開発と普及

（１） バーク堆肥開発の歴史

おがくずや樹皮（ バーク） は、堆肥としての歴史は浅く、1950 年代のはじめ

にアメリ カでおがくず堆肥の開発・実用化研究が行われ、1960 年頃には我が国

でもおがくず堆肥 の研究が始められた。アメリカではヒトヨダケ属の木材腐朽菌

の接種による堆肥化技術 が開発されたが、我が国ではこの方法では良い結果が得

られず、米ぬかと鶏糞が発酵促 進に用いられた。その後、当時はほとんど利用さ

れずに廃棄されていたバークの処分方 法として、おがくず堆肥の製造方法を導入

した堆肥化が、国立林業試験場の指導のもと に、関係業界によって進められ、全

国各地の製紙、パルプ、製材工場でバーク堆肥の製 造販売が行われるようになっ

た。

関係業界団体として、1967 年には日本バーク堆肥協会が発足し、1976 年には

全国バ ーク堆肥工業会が発足、同年に河田 弘（ 国立林業試験場） 氏の指導に

よって両協会の 統一品質基準が設定され（ 表１）、本格的な市場流通が開始さ

れた。

近年はバーク堆肥の利用分野が拡大し、農業用のほか、花壇、造園緑化、園芸

用各種 培養土、法面・岩盤緑化用吹付け基材などに広く使われている。

バーク堆肥は、肥料取締法によって特殊肥料に位置づけられているほか、地力

増進法 により政令指定の土壌改良資材にもなっており、有機質資材として、各種

堆肥、土壌改 良資材の中でも重要な位置（ 表２，３） を占めている。





（２） 堆肥原料としてのバークの特徴

アリグニン、セルロースを多く含む

リグニンは材部にくらべて樹皮部にとくに多く、微生物分解に対する抵抗力が

強く、 難分解性であるが、一部の担子菌（ 木材腐朽菌） によりゆるやかに分解

される。セルロ ースは樹皮、材部とも多く、一部の細菌、放線菌、糸状菌、担子

菌により、ゆっくり分 解されるが、分解速度はリグニンよりは速い。バークを含

む植物体内では、リグニンと セルロースは結合してリグノセルロースとして存在

し、このことがセルロースの分解を 遅くしている原因とされている。

土壌に施された有機物は、微生物により、分解されるとともに、安定した土壌

有機物 （ 腐植） に再合成される。リグニンが多い有機物ほど、またリグニンと

セルロースの結 合が強い有機物ほど、分解は遅くなるが、生成される腐植の安定

度は高く、土壌改良効 果が長期間持続する。

イ Ｃ／Ｎ 比が著しく高い

有機物の分解は、一般にＣ／Ｎ 比が小さいほど早い。植物質の有機物のＣ 含

有率はだ いたい50％ であまり大きな違いはないが、Ｎ 含有率に大きな差があり、

たとえばマメ類 では３~４％ に達するが、バークやおがくずは0.5％ にも達し

ないため、Ｃ／Ｎ 比は百 ないし数百という大きな数値になる。熟成された堆肥

のＣ／Ｎ 比はおおむね15~30 程 度となっていて、農作物や植物の生育に悪影響

を及ぼすことはないが、バーク堆肥やお がくず堆肥は未熟状態だとＣ／Ｎ 比が

高く、これをそのまま土壌に施すと土壌が窒素飢 餓状態となり、農作物や植物の

生育を阻害してしまう。このためバーク堆肥の品質基準 （ 前出） ではＣ／Ｎ 比

が35 以下になるよう、十分に熟成したものでなくてはならない と定められてい

る。

ウ 樹皮フェノール酸が多い。

バークには、タンニンやテルペン類などのポリフェノール（ 酸） 系有機成分

が多く含 まれ、その量は材部の３ 倍にも達する。樹種別では、針葉樹のほうが

広葉樹より多い。 ポリフェノールは植物の生育に有害な作用を及ぼすが、加熱や

好気性の発熱発酵により 不活性化できるので、十分に熟成されたバーク堆肥であ

れば針葉樹バークであっても心 配はない。

（３） バーク堆肥の利用推進

熟成されたバーク堆肥は、水分の吸収保持力、肥料養分の吸収保持力、土壌理



化学性 の改善能力にすぐれ、これら土壌改良効果が長期安定的に持続するなど、

多くの利点を 有することが認められており、 生産技術、 利用技術の改良や関係

法令の整備が行われて、 利用推進が図られてきたが、近年は生産、販売量が停滞

傾向にあり（ 前出表２）、利用の 一層の推進のためには、以下のように、いく

つかの問題点の解決が課題となっているよ うに思われる。

ア 広葉樹バークの発生量の減少と、針葉樹バークの利用開発

我が国の木材需要はその80％ 近くが輸入外材によってまかなわれているが、 外

材の多 くは製材、パルプ、チップの形で輸入され、外材（ ほとんどが広葉樹） か

らのバーク発 生量は減少している。

かつては、バーク堆肥の原料はアメリカ産の米ツガがもっとも多く使われ、国

内産の バークも広葉樹が多くを占め、針葉樹バークはあまり使われなかった。そ

の主な理由の 一つが、有害成分であるフェノール酸類が広葉樹のほうが少なく、

堆肥原料として扱い やすいうえ、ユーザーも同じ理由で広葉樹バーク堆肥を好ん

だことにある。こうした経 緯があるため、広葉樹バークの発生量の減少を針葉樹

バークで代替することは、バーク 堆肥の生産者にとっても利用者にとっても簡単

なことではない。関係者が十分に協力し 合って、安心して使用できる針葉樹バー

ク堆肥の開発改良を進めることが急務である。

イ バーク堆肥の品質の多様化 バーク堆肥には、業界としての統一品質基準が設

定されているが、堆肥づくりの現場では、従来からのバーク堆肥製造法のよる

ものに加えて、家畜の敷料として使用し多量 のふん尿とともに堆肥化したもの

や、食品工場から排出される茶かす、コーヒーかす、 焼酎かす、おからなどと

混合して堆肥化したものなど、従来のバーク堆肥の概念をこえ るような多様な

品質の堆肥づくりにバークが利用されるようになってきている。このた め、そ

れぞれの堆肥の品質と用途がミスマッチにならないよう、ユーザーに対して十

分 な情報提供をしないと、ユーザーからの不信を招く原因となりかねないから、

注意が必 要である。

ウ 一般堆肥の高濃度化傾向

窒素飢餓をおこさないように熟成された堆肥（Ｎ 放出群、表５ 参照） は、そ

の肥料成 分、とくに窒素の肥料効果の遅速によって、表４ のように４ グループ

に分類されるが、 バーク堆肥は窒素の肥料効果がもっとも遅いグループに位置づ

けられ、持続的な土壌改 良効果が重視される堆肥とされている。家畜ふん尿の適

正処理が法律で義務づけられた ため、堆肥化すべき家畜ふん尿が増えたが、流通

堆肥のマーケットは縮小傾向にあり、 有機栽培農家からは採算のとれる収量を確



保するため、肥料効果の高い堆肥のニーズも 増えているなどの事情や、堆肥製造

コストの問題などから、戻し方式による残存肥料成 分の多い堆肥が作られ、利用

される傾向が一般化しつつあり、バーク堆肥が本来の遅効 性堆肥・土壌改良堆肥

の特徴を貫くか、それとも肥料成分の高濃度化を図る方向を考え るか、関係者が

それぞれの事情をふまえて検討する時期にきているように思われる。
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